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甲州市広報　P u b l i c  R e l a t i o n s

豊かな自然 歴史と文化に彩られた 果樹園交流のまち 甲州市
N o .18 6

３月中旬。市内の書道教室では、半紙に向かって筆を走らせる子ども
たちの姿がありました。小学校新６年生の課題は「春の足音」。
平年よりも暖かな陽気に誘われて木々の芽も顔を出し、本格的な春が
始まろうとしています。

Hello
Spring



令和 3 年 4 月 2

　令和３年甲州市議会３月
定例会は、２月２４日に開
会されました。
　本会議初日、鈴木市長は、
今後の市政運営について所
信を表明しました。

甲州市議会３月定例会
市長所信表明（要約・抜粋）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
部
を
設
置

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
策
本
部
内
に

副
市
長
を
部
長
と
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

対
策
部
を
１
月
25
日
に
立
ち
上
げ
、
迅

速
・
円
滑
に
接
種
が
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
医
療
従
事
者
に
次
い
で
接
種
を
進
め

る
高
齢
者
へ
の
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、

医
療
機
関
や
医
師
会
と
の
調
整
、
会
場

の
確
保
等
、
準
備
を
進
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
供

給
時
期
な
ど
の
見
通
し
が
つ
き
次
第
、

速
や
か
に
情
報
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の

皆
様
に
接
種
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
度

当
初
予
算
案
を
編
成

　
本
市
の
財
政
運
営
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
歳
入
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
に
よ
り
、

地
方
税
や
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
歳
出
に
お
い
て
も
、
子
育
て

支
援
や
高
齢
者
福
祉
な
ど
に
要
す
る
社

会
保
障
関
係
経
費
や
、
イ
ン
フ
ラ
・
施

設
等
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
経

費
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
再
算

定
に
よ
る
人
件
費
の
増
加
に
加
え
、
地

方
債
の
償
還
に
係
る
公
債
費
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
厳
し
い
財

政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
状
況
で
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
予
算

編
成
方
針
と
し
て
限
ら
れ
た
財
源
を
効

率
的
に
活
用
す
る
中
で
、
住
民
福
祉
の

増
進
に
努
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
少

子
・
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
地
域
福
祉

対
策
、
教
育
・
文
化
の
振
興
、
生
活
関

連
社
会
資
本
の
整
備
、
環
境
対
策
な
ど

の
重
要
な
政
策
課
題
に
的
確
に
対
応
す

る
事
業
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
も
対
応
し
て
い
く
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
消
費
拡
大
担
当
を

ぶ
ど
う
の
丘
に
設
置

　

ワ
イ
ン
振
興
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
制
度
の

普
及
と
確
立
、
ワ
イ
ン
振
興
計
画
に
基

づ
く
各
種
施
策
を
推
進
し
、
ワ
イ
ン
の

普
及
促
進
と
ワ
イ
ン
を
通
じ
た
滞
在
型

の
観
光
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
非
常
に
厳
し
い

経
営
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
３
年
度
は

「
ワ
イ
ン
消
費
拡
大
担
当
」
を
設
置
し
、

地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
観
光
協
会
等
と
円
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PICKUP
やまなし「ゼロカーボンシティ」を共同宣言
脱炭素に向け各種事業を展開

　新規事業の地球温暖化対策実行計画策定事業につ
きましては、令和２年１２月定例会において、議員
発議による「甲州市が２０５０年までに二酸化炭素
排出実質ゼロを目指す宣言についての決議」が可決
されたところであります。
　これを受け、市としましても宣言に向け関係機関
と協議を重ねてきました。２月１５日には、知事や
県内市町村長、各界のトップで構成する５１団体で

「ストップ温暖化やまなし会議」が設立され、「ストッ
プ温暖化やまなし宣言」を採択するとともに、県と
県内全市町村が、やまなし「ゼロカーボンシティ」
を共同宣言したところであります。
　今後、脱炭素に向け各種事業を展開する所存であ
りますが、まず、具体的な取り組みとして、環境保全・
地球温暖化対策に係る基本計画である環境基本計画

に地球温暖化対策実行計画を盛り込み、環境保全と
創造に向けた中 ･ 長期的な目標と施策の方向性を示
す計画を策定してまいります。

議員発議による「決議」が市議会から鈴木市長に提出され
ました（１２月１８日）

滑
な
連
携
を
築
く
中
で
、
市
産
ワ
イ
ン

の
消
費
拡
大
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も

に
、
事
業
収
益
を
回
復
さ
せ
る
べ
く

ネ
ッ
ト
販
売
の
さ
ら
な
る
展
開
を
図
る

な
ど
、
経
営
の
強
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
た
社
会
情
勢
や

そ
れ
に
伴
う
新
た
な
観
光
の
あ
り
方
な

ど
を
踏
ま
え
た
経
営
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
高
い
付
加
価
値
を
持
つ
観
光

施
設
へ
の
転
換
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性

化
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
観
点
に
立
ち
、

「
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
事
業
経
営
戦
略
」

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。信

玄
公
生
誕
５
０
０
年

「
武
田
家
の
聖
地
」
を
Ｐ
Ｒ

　
本
年
は
「
武
田
信
玄
公
生
誕
５
０
０

年
」
記
念
の
年
で
あ
り
ま
す
。
今
後
一

年
を
通
し
て
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を

活
用
し
、「
武
田
家
の
聖
地
・
甲
州
市
」

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
内
初

重
層
的
支
援
体
制
を
整
備

　
新
規
事
業
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４
月
か

ら
の
「
改
正
社
会
福
祉
法
」
施
行
に
伴

い
、
地
域
住
民
が
抱
え
る
課
題
が
複
雑

化
・
複
合
化
す
る
中
、
市
民
の
皆
様
の

各
種
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
包
括
的

な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
県
内

で
は
初
と
な
る
「
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
」
を
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
べ
く
、
移
行
準
備
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　
同
じ
く
新
規
事
業
の
後
期
高
齢
者
歯

科
口
腔
健
診
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
が
抱
え
る
健
康
課
題
の
一
つ
で

あ
る
口
腔
機
能
の
低
下
に
つ
い
て
、
加

齢
に
伴
い
「
噛
む
」「
飲
み
込
む
」
な

ど
の
口
腔
機
能
が
衰
え
る
こ
と
に
よ

り
、
十
分
な
栄
養
を
摂
取
で
き
な
い
こ

と
が
、
筋
力
や
運
動
機
能
の
低
下
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
口
腔
機
能
の
衰
え

を
健
診
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
早
め
に
対
策

を
行
う
こ
と
で
介
護
予
防
・
健
康
寿
命

の
延
伸
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校

入
進
学
祝
金
を
拡
充

　
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入
進
学
祝

金
事
業
の
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、
低

所
得
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
が
小
中

学
校
に
入
学
す
る
際
に
支
給
し
て
い
る

入
進
学
祝
金
を
拡
充
し
、
経
済
的
支
援

を
行
う
こ
と
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
自

立
意
欲
お
よ
び
児
童
の
勉
学
意
欲
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
経
済
的
、
精
神
的

な
安
定
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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小
中
学
校

学
校
給
食
費
を
無
償
化

　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
小
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら
学
校
給
食

費
を
無
償
化
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

安
全
安
心
な
学
校
施
設
の

整
備
を
進
め
る

　
中
学
校
の
統
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
４
年
４
月
の
大
和
中
学
校
と
勝
沼

中
学
校
の
統
合
に
向
け
、
各
地
域
で
説

明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
全
庁
的
な
連
携
体
制
の
中
で
課
題

を
解
消
し
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い

学
習
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
勝
沼
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
生
徒
た
ち
が
快
適
な
環

境
で
学
習
や
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
安

全
安
心
な
施
設
・
設
備
の
整
備
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
和
小
学
校
給
食
室
及
び
搬

入
口
改
修
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
適

正
な
規
模
で
安
定
的
に
学
校
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
大
和
小
学
校
給
食
調
理

場
を
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
統
合

し
、
令
和
４
年
度
か
ら
配
食
を
開
始
し

て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
セ
ン
タ
ー
解
体
に
伴
い

粗
大
ご
み
拠
点
回
収
を
実
施

　
新
規
事
業
の
粗
大
ご
み
拠
点
回
収
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
環
境
セ
ン

タ
ー
の
解
体
に
伴
い
、
家
庭
系
可
燃
・

不
燃
粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
有
料

で
拠
点
回
収
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。公

共
交
通　
利
用
実
績
を

基
に
分
析
と
検
討

　
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
公
共
交
通
に
関
し
て
市

民
の
皆
様
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
利
用
実
績
を
基
に

分
析
と
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
利

便
性
の
向
上
に
つ
い
て
具
体
策
を
取
り

ま
と
め
、
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
力
の
強
化

防
災
危
機
管
理
室
を
設
置

　
災
害
対
策
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
、
震

災
の
風
化
を
危
惧
す
る
声
も
聞
こ
え
る

中
、
２
月
13
日
の
深
夜
に
は
福
島
県
沖

を
震
源
地
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
改

め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　

　
市
民
の
皆
様
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
る
た
め
、
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
防

災・危
機
管
理
体
制
を
構
築
す
べ
く「
防

災
危
機
管
理
室
」
を
設
置
し
、
一
層
の

防
災
力
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
更
新・統
廃
合・

長
寿
命
化
を
計
画
的
に
実
施

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
改
定
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
度
中

に
全
て
の
施
設
に
お
け
る
個
別
施
設
計

画
を
策
定
し
、
施
設
の
更
新・統
廃
合・

長
寿
命
化
を
計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

目
指
す
未
来
像
を
共
有

地
域
未
来
戦
略
室
を
設
置

　
地
域
創
生
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
既
存
の
計
画
等
で
は
十
分
に
着
目

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
地
域
課
題
を
深
掘

り
し
、
地
域
の
未
来
予
測
を
も
と
に
、

目
指
す
未
来
像
を
市
民
の
皆
様
と
共
有

し
、
実
現
し
て
い
く
た
め
、「
地
域
未

来
戦
略
室
」を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
甲
州
を
最

大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク

や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
を
展
開

し
、
関
係
人
口
の
創
出
か
ら
移
住
・
定

住
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令和３年４月
行政組織の一部見直しについて
 ①「地域未来戦略室」の設置　
　政策秘書課課内室の「地域創生推進室」を「地
域未来戦略室」に改編します。

 ②「防災危機管理室」の設置　
　総務課「行政・防災担当」を廃止し、総務課
課内室として「防災危機管理室」を設置します。

 ③ ワイン・商工振興室の廃止および　
 　 ワイン振興事務の委任　
　観光商工課「ワイン・商工振興室」を廃止し、
同課「商工振興担当」とします。ワインに関す
る事務については、ぶどうの丘に新たに設置す
る「ワイン消費拡大担当に」に委任します。

 ●生涯学習課　執務場所の変更　
　「社会教育担当」は甲州市民文化会館１階へ、

「スポーツ振興・東京オリンピック対策担当」
は塩山体育館へ移りました。

甲州市議会３月定例会
市長所信表明（要約・抜粋）
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新型コロナウイルスワクチンの接種について
～６５歳以上の方のワクチン接種を開始します～

　６５歳以上の方に、接種券、予診票等を３月下旬から順次送付
しています。接種方法などの詳細は、国からのワクチンの配分状
況により体制が整い次第、改めてお知らせいたします（３月１９
日現在の情報です。今後変更になる可能性もあります）。

新型コロナワクチン　Ｑ＆Ａ

Ｑ．いつからワクチンが接種できますか？
Ａ．国からのワクチンの配分状況によりますが、４月下旬以降に予約受付を開始し、５月からの

接種を予定しています。日程が決まり次第、改めてお知らせいたします。県の方針により、
高齢者施設入所者への接種を優先して行う予定になっています。

Ｑ．どこで接種できますか？
A．塩山市民病院、勝沼病院で開始する予定です（その後、甲州市民文化会館、勝沼市民会館、

大和ふるさと会館、かかりつけ医で接種できるよう調整しています）。

Ｑ．ワクチンは何回接種することになりますか？
Ａ．２回の接種が必要です。
　　ファイザー社製のワクチンは、標準的には１回目の接種から３週間後（３週間後の同じ曜日）

に２回目を接種していただくことになります。

Ｑ．接種にはどれくらいの時間がかかりますか？
Ａ．接種後の副反応について、３０分程度の状態観察が必要となりますので、受付から終了まで

１時間程度かかると想定しています。 

Ｑ．接種会場までの移動手段が困難な場合はどうしたらいいですか？
Ａ．移動が困難な方のために、バス、タクシー等の移動手段の利用について検討しています。詳

細な内容については、改めてお知らせいたします。

Ｑ．ワクチン接種にあたって、接種する本人の同意は必要でしょうか？
Ａ．接種を受ける方の同意がある場合に限り、接種を行うことになります。同意なく、接種が行

われることはありません。

相 談 窓 口 は こ ち ら
●予約受付・接種についての相談
　問甲州市新型コロナワクチン接種コールセンター
　　☎３３ ‐ ７８１３（日曜日・祝日を除く、午前９時～午後７時）

●ワクチンの効果、安全性や接種時の注意点など接種前の疑問、接種後に副反応が出た場合の相談など
　問山梨県新型コロナワクチン専門相談ダイヤル
　　☎０５５‐２２３‐８８７８（土曜日・日曜日・祝日を含む毎日。午前８時３０分～午後８時３０分）

●新型コロナワクチンに関すること
　問厚生労働省　新型コロナワクチンコールセンター
　　☎０１２０ ‐ ７６１７７０（午前９時～午後９時）
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人件費
29億 2,457 万

6千円

物件費
26億 3,558 万

7千円

補助費等
34億 215万
6千円

扶助費
27億 7,316 万

9千円

公債費
25億 494万 4千円

人件費
29億 2,457 万

6千円

物件費
26億 3,558 万

7千円

補助費等
34億 215万
6千円

扶助費
27億 7,316 万

9千円

公債費
25億 494万 4千円

予備費 3,500 万円

維持補修費
7,123 万 4千円

普通建設（補助）
3億 1,300 万 1千円

普通建設（単独）
7億 7,579 万 6千円

県営事業負担金
5,939 万 4千円

出資金・貸付金
1億 4,000 万円

積立金
4億 3,649 万 4千円

繰出金 10 億 5,864 万 9千円

消
費
的
経
費

その他

投資的経費

限られた財源を有効活用し、
住民福祉の増進へ

　
令
和
３
年
甲
州
市
議
会
３
月
定
例

会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
国
の

予
算
編
成
の
動
向
や
地
方
財
政
対

策
、
経
済
情
勢
の
推
移
等
に
留
意
し
、

ま
た
、
合
併
特
例
に
よ
る
財
政
支
援

が
終
わ
り
を
迎
え
、
甲
州
市
本
来
の

財
政
規
模
に
向
け
て
財
政
運
営
の
さ

ら
な
る
健
全
化
を
推
進
す
る
た
め
、

引
き
続
き
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
経
費

の
削
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
限

ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的
配

分
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、『
甲
州
市
総
合
計
画
』
に

基
づ
く
施
策
の
着
実
な
推
進
を
図

り
、「
人
口
対
策
」「
観
光
・
農
業
の

振
興
」「
子
育
て
支
援
と
学
校
教
育

の
充
実
」「
生
活
関
連
社
会
資
本
の

整
備
」「
環
境
対
策
」
な
ど
の
重
要

な
政
策
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
事

業
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
も
対
応
し
て
い
く
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計 予算額
171億 3,000 万円

当初
予算

令 和 3 年 度

歳入

その他 14 億 2,276 万 5千円

地方交付税
55億 1,895 万

9千円

市税
40億 5,325 万

8千円
国庫支出金
17億 234万
3千円

市債
13億 2,580 万円

繰入金
11億 9,286 万 2千円

県支出金
10億 2,659 万 7千円

地方交付税
55億 1,895 万

9千円

市税
40億 5,325 万

8千円
国庫支出金
17億 234万
3千円

市債
13億 2,580 万円

繰入金
11億 9,286 万 2千円

県支出金
10億 2,659 万 7千円

寄附金 7 億 310万円

使用料及び手数料 1 億 8,431 万 6千円

歳出

消防費
6億 9,238 万 6千円

民生費
50億 3,995 万

4千円

総務費
32億 8,446 万

3千円公債費
25億 494万
4千円

土木費
16億 1,429 万 6千円

衛生費
15億 2,070 万 7千円

教育費
13億 8,191 万円 民生費

50億 3,995 万
4千円

総務費
32億 8,446 万

3千円公債費
25億 494万
4千円

土木費
16億 1,429 万 6千円

衛生費
15億 2,070 万 7千円

教育費
13億 8,191 万円

予備費 3,500 万円
労働費 1,831 万 1千円

議会費 1 億 7,739 万 4千円商工費 3 億 7,202 万 6千円

農林水産業費
4億 8,860 万 9千円

【特別会計】
会計名 予算額

国民健康保険事業 40 億 7,746 万 7 千円
診療所事業 5,971 万 8 千円
後期高齢者医療 4 億 4,275 万 4 千円
介護保険事業 37 億 215 万円
居宅介護予防支援事業 907 万 7 千円
大藤財産区 445 万 6 千円
神金財産区 605 万 2 千円
萩原山財産区 1,696 万 2 千円
竹森入財産区 60 万 5 千円
岩崎山保護財産区管理会 35 万 8 千円

合　　　計 83 億 1,959 万 9 千円

性質別構成
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【こうしゅう家の家計簿】
　市の予算と家庭の家計では仕組みが違います
が、わかりやすく例えるために、令和 3 年度一
般会計の予算を家計簿に置き換えてみました。

支
出

収
入

◎市民１人当たりの税負担と歳出予算
人口：30,766 人（住民基本台帳調べ　令和 3 年 1 月 1 日現在）

市民 1 人当たりの税負担 13 万 1,700 円
市民 1 人当たりの歳出予算 55 万 6,800 円

（100 円未満四捨五入）

◎市民１人当たりの目的別経費の内訳
項目 内容 金額

民生費 高齢者・子育て支援・障害者などのために 16 万 3,816 円
総務費 課税徴収・住民窓口・庁舎管理などのために 10 万 6,756 円
公債費 各種事業を実施した際の借入金の返済のために 8 万 1,419 円
土木費 道路や橋の整備・河川の改修・市営住宅などのために 5 万 2,470 円
衛生費 健康診断・予防接種・環境衛生・ゴミ処理などのために 4 万 9,428 円
教育費 義務教育・生涯学習・文化財保護・体育振興などのために 4 万 4,917 円
消防費 防災・消防団・常備消防のために 2 万 2,505 円
農林水産業費 農林業の振興のために 1 万 5,881 円
商工費 商工業や観光の振興などのために 1 万 2,092 円
議会費 市議会の運営のために 5,766 円
労働費 勤労者福祉・高齢者の就労促進などのために 595 円
予備費 1,138 円

内容 予算項目 金額
食費 人件費 220 万円
家族の医療費など 扶助費 209 万円
子どもたちへの仕送り 繰出金 80 万円
自宅の増改築や車の修
理費など

投資的経費、維持
補修費 92 万円

自治会やサークル活動
の会費など 補助費、貸付金 266 万円

光熱費、通信費など 物件費 198 万円
ローンの返済 公債費 188 万円
その他 積立金、予備費 35 万円

■創意に満ちた活力ある産業のまちづくり
◎就農定着支援制度推進事業 808 万円
◎森林経営管理事業 703 万 6 千円
◎ワイン振興事業 1,088 万 2 千円
■健やかに心ふれあう健康・福祉のまちづくり
◎重層的支援体制整備事業 1,261 万 2 千円
◎後期高齢者歯科口腔健診事業 473 万 4 千円
◎ひとり親家庭小中学校入進学祝金事業 70 万円
■快適で安心して暮らせるまちづくり
◎塩山駅周辺都市再生整備事業 1 億 6,394 万 1 千円
◎社会資本整備総合交付金事業 8,463 万 4 千円
◎災害対策事業 196 万 5 千円

■自然と共生する環境保全のまちづくり
◎粗大ごみ拠点回収事業 2,027 万 2 千円
◎地球温暖化対策実行計画策定事業 17 万 2 千円
◎猫の不妊・去勢手術補助事業 30 万円
■心豊かな人を育む教育・文化のまちづくり
◎勝沼中学校大規模改造事業 656 万円
◎大和小学校給食室及び搬入口改修事業
 143 万 9 千円
◎ワイン文化日本遺産協議会負担金事業 1,950 万円
■ともにつくる参画と協働のまちづくり
◎地域創生推進事業 353 万円
◎第３次男女共同参画推進計画策定事業 242 万円
◎公共施設等総合管理計画改定事業 405 万 9 千円

内容 予算項目 金額
わたしの年収 市税などの自主財源 500 万円
親からの支援 国・県からの支出金 688 万円
ローンの借入 市債 100 万円

【令和 3 年度 甲州市の主な事業】
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次 代 を 担 う 子 ど も た ち へ
より充実した教育環境を提供

　
市
で
は
、
市
立
中
学
校
の
再
編
方
針

に
つ
い
て
、
勝
沼
中
学
校
と
大
和
中
学

校
を
令
和
４
年
４
月
に
、
ま
た
、
塩
山

地
域
の
塩
山
北
中
学
校
、松
里
中
学
校
、

神
金
第
二
中
学
校
（
休
校
中
）
を
塩
山

中
学
校
へ
令
和
７
年
４
月
ま
で
に
統
合

す
る
こ
と
を
進
め
、
現
在
の
６
校
か
ら

２
校
体
制
と
す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。　

　
今
月
の
広
報
で
は
、
統
合
に
至
っ
た

経
過
の
中
で
、
児
童
・
生
徒
数
の
減
少

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

甲
州
市
誕
生
の
平
成
17
年
度

を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
く

　
甲
州
市
が
誕
生
し
た
平
成
17
年
度
と

令
和
元
年
度
で
比
較
す
る
と
、
全
国
で

は
生
徒
数
（
中
学
生
）
が
約
40
万
８
千

人
減
少
し
て
お
り
、
生
徒
数
の
減
少
に

伴
う
統
廃
合
等
に
よ
り
、
中
学
校
数
も

８
１
３
校
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
内
で
は
、
令
和
２
年
度
の

学
校
数
は
90
校
、
生
徒
数
は
２
１
，

２
０
２
人
で
、
平
成
17
年
度
と
比
較
す

る
と
、
中
学
校
数
は
13
校
、
生
徒
数
は

約
６
，
３
０
０
人
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
甲
州
市
に
お
け
る
現
状
は
、
市
が
誕

生
し
た
平
成
17
年
11
月
の
生
徒
数
１
，

０
６
６
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
き
、

令
和
２
年
度
は
生
徒
数
が
７
７
１
人
と

15
年
間
で
２
９
５
人
の
減
少
、
減
少
率

は
27
．
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
９
ペ
ー
ジ
の
「
別
表
」
は
令
和
３
年

度
以
降
、
14
年
度
ま
で
の
生
徒
数
の
将

来
予
測
で
す
。
こ
れ
は
出
生
数
お
よ
び

住
所
地
か
ら
、
将
来
の
就
学
予
定
者
数

を
見
込
ん
だ
表
と
な
り
ま
す
。
令
和
２

年
度
の
７
７
１
人
か
ら
、
５
年
度
に
は

６
９
４
人
に
、
11
年
度
に
は
５
９
４
人

に
、
13
年
度
に
は
４
９
３
人
と
な
り
、

11
年
度
以
降
は
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

ー
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
を
見
据
え
ー

市
内
中
学
校
の
統
合
方
針
を
決
定

塩山中学校女子ハンドボール部の生徒たち。
教育環境の充実には、多様な部活動が選べる環境も求められている。
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【別表】 生 徒 数 （ 中 学 生 ） の 将 来 予 測 （単位：人）
年度

校名
平成 17

（2005）
令和 2

（2020）
令和 3

（2021）
令和 4

（2022）
令和 5

（2023）
令和 6

（2024）
令和 7

（2025）
令和 8

（2026）
令和 9

（2027）
令和 10

（2028）
令和 11

（2029）
令和 12

（2030）
令和 13

（2031）
令和 14

（2032）

塩山中 463 352 331 326 301 280 284 288 289 288 268 260 243 241 

塩山北中 137 64 59 58 49 50 50 53 48 45 37 35 32 37 

松里中 161 105 110 117 100 99 80 89 87 100 93 94 77 70 

勝沼中 256 227 226 223 226 226 213 198 193 183 177 146 124 101 

大和中 49 23 17 16 16 17 13 16 19 21 19 17 17 16 

合計 1,066 771 743 741 693 673 640 644 636 637 594 552 493 465 
参考：新
入生徒数 360 252 250 239 204 230 206 208 222 207 165 180 148 137 

●中学校再編に関する説明会の開催状況
開催日 説明会 参加者

令和２年
１２月２１日 大和地区保護者説明会 ３８名
令和３年
　１月２０日 大和地区区長会説明会 １０名
　２月　２日 勝沼中学校ＰＴＡ役員説明会 １７名
　２月　４日 勝沼地区小学校ＰＴＡ役員説明会 ２３名
　２月１５日 大和地域住民説明会 ４９名
　２月１７日 勝沼地域住民説明会 　９名
　２月１８日 塩山地域住民説明会 ４８名

令和３年度当初予算案が可決
 勝沼中学校大規模改造事業 
 設計業務委託料を計上 
　甲州市議会３月定例会において、令和３年
度当初予算案が可決されました。
　教育費に、勝沼中学校大規模改造事業を実
施するための設計業務委託料を計上しました。
　中学校統合に向けて、子どもたちの教育環
境の一層の充実を図るため、市教育委員会と
して進めていきます。

国
の
標
準
規
模
は

１
校
当
た
り
12
～
18
学
級

　

国
は
、『
学
校
基
本
法
施
行
規
則
』

に
よ
り
、
小
中
学
校
の
適
正
規
模
は
１

校
当
た
り
12
～
18
学
級
を
標
準
規
模
と

示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
、
１
学
級
当
た
り
の

標
準
人
数
を
40
人
以
下
と
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
19
年
３
月
の
『
山
梨
県
小
中

学
校
適
正
規
模
検
討
報
告
書
』
で
は
、

中
学
校
は
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
な
６
学

級
以
上
の
規
模
、
学
級
規
模
で
は
20
人

程
度
以
上
の
規
模
が
望
ま
し
い
と
報
告

し
て
い
ま
す
。

　
今
般
の
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
望

ま
し
い
学
校
規
模
の
観
点
か
ら
審
議
を

進
め
、
望
ま
し
い
学
校
規
模
に
関
す
る

基
本
方
針
と
し
て
、
次
の
３
点
と
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
中
学
校
は
義
務
教
育
の
最
終
段
階
で

あ
り
、
ま
た
中
等
教
育
の
前
期
課

程
と
し
て
、
知
識
・
技
能
・
態
度

を
身
に
付
け
る
と
同
時
に
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
成
し
、
将
来
に
向

け
た
社
会
性
や
人
間
関
係
を
広
げ

る
場
所
と
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②
生
徒
が
集
団
の
中
で
、
多
様
な
考
え

方
に
触
れ
、
認
め
合
い
、
協
力
し

合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
思

考
力
や
表
現
力
、
判
断
力
、
問
題

解
決
能
力
な
ど
を
育
む
た
め
に
は
、

一
定
の
集
団
規
模
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

③
学
校
が
、
単
に
教
科
等
の
知
識
や
技

能
を
習
得
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
性
や
規
範
意
識
を
身
に
付
け

さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り

の
資
質
や
能
力
を
伸
ば
し
て
い
く

と
い
う
学
校
の
役
割
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
経
験
年
数
・
専
門
性
・

男
女
比
等
に
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
教
職
員
集
団
が
配
置
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
市
内
中
学
校
の
再
編
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
確

か
な
学
力
、
豊
か
な
人
間
性
、
健
康
・

体
力
な
ど
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身
に

付
け
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
と
し

て
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
よ

り
充
実
し
た
教
育
環
境
を
提
供
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問甲州市教育委員会　教育総務課　☎３２ ‐ １４１２
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～特集～　甲州市地域おこし協力隊！

 1 卒業‥‥そして新たな挑戦へ 
　平成３０年度から令和２年度までを任期とした「甲州市地域おこし協力隊」の内田亜由美さん、桂川
啓太さん、檜垣一石さんが３月３１日をもって任期満了となり、隊員を卒業しました。
　都会で生活する中で地方へ目を向け、飛び込み、地域の魅力を発見・発信し、甲州市の活性化に挑ん
だ３名。任期を終えるにあたり、それぞれの思いを伺いました。

❶主な活動内容　　❷活動中の思い出　　❸甲州市の好きなところ
❹４月からの活動内容　　❺支援機関からのコメント　　　　　　

◆内田 亜由美さん
❶重伝建地区・上条集落にある農泊施設「もしもしの家」を活動拠点に、施設の管理・運営ノウ

ハウを学びました。また、地域の方にご指導ご協力いただき、新規体験メニューの開発にも取
り組みました。

❷交流体験や地域を気に入り、施設を再訪してくれる方が増えたことです。
❸山々に囲まれた、広大な果樹畑が織りなす四季折々の風景と空気感です。
❹ NPO 法人の職員として「もしもしの家」の管理・運営を行いながら、山梨の家並を利活用す

る活動を行います。甲州市への交流人口、定住人口を増やす一助になれれば嬉しいです。
❺当法人が農泊事業を始めてから半年ほどでの着任でしたが、地域の魅力を発信してくれたと感じています。任期後半

には農泊への取り組みを発表する機会も増えました。今後も甲州市の魅力の一つとなれるよう、活動を継続していた
だければ幸いです。（NPO 法人山梨家並保存会）

◆桂川 啓太さん
❶ワイン醸造、ブドウ栽培、畑の整備を活動の中心としながら、「食と農の連携による地域活性化

会議」にも参加させていただきました。
❷「甲州市大菩薩バレー農業・農村体験ツアー」で地域の方を講師に招き、ワイン醸造体験、石

垣積み体験、ブドウ棚作り体験などを企画・実施しました。この取り組みが今後の活動へのきっ
かけとなりました。

❸地域の皆さんの人柄です。気さくで心温かな方が大勢住んでいる場所です。
❹支援機関での研修を生かし、地域密着型の民泊事業を行います。現在は準備段階ですが、交流

の場所づくりができるよう活動していきます。
❺地域へ深く入り込む能力に驚きがありました。今後、甲州市の力でもあるワイン・農業遺産を生かした地域と都会を

つなぐ活動に期待しています。（98WINEs 合同会社）

◆檜垣 一石さん
❶甲州市に移住後、狩猟免許と鉄砲所持許可を取得。神金猟友会に所属し、市と県の有害鳥獣駆

除に従事しました。また、勝沼・神金地区の兼業農家で研修を受け、収穫した果物を朝市やマ
ルシェなどで販売しました。活動の様子は YouTube で発信しています。

❷農家の二家族の皆さんにはさまざまな面でお世話になり、感謝しています。また、消防団にも
所属させていただき、良い先輩方に出会えました。

❸スーパーマーケットまで１０分、本格的な山まで１０分という立地が最高です。
❹引き続き有害鳥獣駆除に従事し、あわせて動画編集も行います。合間には農家の手伝いもします。
❺消防団や猟友会への参加など、若者の定住・定着を支える活動に携われて良かった。今後も甲州市民としてさまざま

なことにチャレンジしてほしい。（やまなしローカルベンチャー協議会）

　３名は任期を終えたこの春から、それぞれの夢に向かって、甲州市を拠点に新たなスタートを切ります。
「協力隊員」の肩書は消えても、甲州市を思う気持ちは変わらず高まっています。今後も皆さんの周りで
甲州市の魅力発信に携わっていきますので、引き続きご声援を宜しくお願いいたします。
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協力隊制度運営のイメージ

甲　
　
州　
　
市

①支援機関募集
→

②支援機関応募
←

③支援機関認定
→

( 委託 )

⑥隊員候補推薦
←

⑦隊員任命
→

⑩支援状況報告
←

⑪委託料支払
→

⑫報償費支給
→

協
力
隊
支
援
機
関
（
市
内
団
体
）

④隊員募集
→

⑤隊員応募
←

⑧活動支援
→

⑨活動報告
←

→

甲
州
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
（
移
住
者
）

ＴＯＰＩＣＳ

～世界農業遺産を目指す～
次代に継承 甲州式ブドウ棚

　峡東地域世界農業遺産推進協議会（会長：鈴木幹夫市長）では、本
地域の農業遺産の重要な構成資産のひとつである「甲州式ブドウ棚」
の組み立て方法や針金の巻き方を学ぶワークショップを開催しました。
　２月２０日、寒風が吹きつける笛吹市一宮町の棚掛け作業中の畑に若手農業者２５名が集まりました。棚
掛け歴４０年を超える勝沼町のブドウ農家・大野清慶さんから、設計図の書き方や針金の巻き方、コンクリー
ト柱の立て方などの指導を受けた後、実際に針金を巻く作業を行いました。
　甲州式ブドウ棚と疎植・大木仕立ての組み合わせは、ブドウの成長期に雨が多く湿潤な日本の気候の中で、
当地で誕生した世界に類のない独創的な栽培方式です。日本農業遺産認定や世界農業遺産申請時に、発祥地
の歴史も含め高く評価されました。
　峡東地域世界農業遺産推進協議会では、こうした技術を後世に引き継いでいくために、今後も研修の機会
を充実させていきます。

参加者の声「学んだ知識を修繕に生かす」
雨宮 聡志さん（塩山牛奥・４０歳）

　これまで棚掛けの技術をしっかりと学んだことがなかったので、今回、技術だ
けでなく組み立ての理論も学ぶことができ、とても勉強になりました。
　学んだ知識をブドウ棚の修繕に生かしていきたいですね。

問峡東地域世界農業遺産推進協議会事務局（農林振興課内）　☎３２ ‐ ５０９２

　令和３年７月以降を任期とする次期隊
員を３名程度募集するにあたり、地域課
題やその解決のヒントを提供しながら日
常の活動や生活を支援する支援機関が必
要になることから、隊員活動の全般をサ
ポートしていただける支援機関を募集し
ます。
　市内に主たる事務所を有する農業関係
団体、ＮＰＯ法人等で、都市部からの移
住者にやる気とアドバイス、時には試練
と達成感をご提供いただける支援機関に
なることを希望する場合はご提案をお願
いします。詳細は市ホームページをご覧
ください。

問農林振興課　果樹農林担当　
　☎３２ ‐ ５０９２

問政策秘書課　地域未来戦略室
　☎３２ ‐ ５０３７

 2 次期隊員の「支援機関」を募集します 

→
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：対象　 ：実施医療機関　 ：内容　 ：自己負担金

乳
が
ん
検
診
／
子
宮
が
ん
検
診

歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

　国の指針をもとに、科学的根拠に基づき効果のあるがん検
診を推進するため、乳がん検診、子宮がん検診は２年に１回
の助成となっていますので、ご注意ください。
　なお、各がん検診の対象年齢に該当する方で、今年度、乳
がん検診、子宮がん検診の対象外となった方は、翌年度に検
診対象となります。

問健康増進課
　健康企画・地域医療担当
　☎３２ ‐ ５０１４

■検診実施期間
①乳がん検診
②子宮がん検診

　　４月１日（木）～
　　　令和４年２月２８日（月）

③歯周疾患検診
　　４月１日（木）～
　　　令和４年３月３１日（木）
■申込方法
　健康増進課または勝沼支所・

大和支所窓口で受診票を発行
します。

■受診方法
　市で発行する受診票を持って、

実施医療機関で受診してくだ
さい。

■その他
・何らかの症状がある場合や経

過観察となっている場合は、
検診ではなく医療受診をして
ください。

・有効期限が過ぎた受診票は使
用できませんので、ご注意く
ださい。

②
子
宮
が
ん
検
診

市
内
在
住
の
21
歳
以
上（
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
）

の
女
性
お
よ
び
妊
婦
の
う
ち
、
昨
年
度
に
市
が
実
施

し
た
子
宮
が
ん
検
診
を
未
受
診
の
方

山
梨
県
内
の
産
婦
人
科
医
会
加
入
の
指
定
医
療
機

関
、
近
隣
医
療
機
関
と
し
て
、
塩
山
市
民
病
院
、
山

梨
厚
生
病
院
、
加
納
岩
総
合
病
院
、
山
梨
市
立
産
婦

人
科
医
院
な
ど

子
宮
頸
部
が
ん
検
診
（
子
宮
体
部
が
ん
検
診
は
助
成

対
象
外
と
な
り
ま
す
）

１
，
２
０
０
円

③
歯
周
疾
患
検
診

市
内
在
住
の
原
則
20
歳
か
ら
75
歳
の
方
（
令
和
４
年

４
月
１
日
時
点
）

山
梨
県
歯
科
医
師
会
加
入
の
医
療
機
関
（
市
内
外
の

歯
科
医
院
）

問
診
、
現
存
歯
と
消
失
歯
の
検
査
、
歯
肉
の
状
態
検

査
な
ど

１
，
０
０
０
円

※
医
師
の
判
断
に
よ
り
保
険
診
療
を
行
い
、
別
途
料
金

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
乳
が
ん
検
診

市
内
在
住
の
41
歳
以
上
（
令
和
４
年
４
月
１

日
時
点
）
の
女
性
の
う
ち
、
昨
年
度
に
市
が

実
施
し
た
乳
が
ん
検
診
を
未
受
診
の
方

塩
山
市
民
病
院
、
山
梨
厚
生
病
院
、
加
納
岩

総
合
病
院
、
山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
、
石
和
温
泉
病
院
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
、

お
お
く
に
ク
リ
ニ
ッ
ク

原
則
、
問
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
で
す
。

ま
た
、
医
師
等
の
判
断
に
よ
り
超
音
波
検
査

へ
の
変
更
は
可
能
で
す
。

９
０
０
円
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　甲州市国民健康保険では、生活習慣病の予防・早期発見・治療により、国保被保険者
の皆さんの健康維持・増進を図るため、人間ドック費用の助成を行います。
◆対象者（次のすべての条件に該当する方）
　①甲州市国民健康保険被保険者で令和４年４月１日時点で４１歳～７４歳の方
　　（昭和２２年４月２日～昭和５６年４月１日生まれの方）
　②国民健康保険税を滞納していない世帯の方
　③同じ年度内に特定健診および市で実施するがん検診（乳がん・
　　子宮（頸部）がん検診を除く）を受診されていない方
◆助成金　一人につき１７，０００円
　　　　　 実際にかかった費用から助成金を差し引いた金額が自己負担金となります。
◆定　員　１，４００名（先着順）
◆申込方法
　・受付期間　４月１３日（火）～令和４年２月１８日（金）　※定員になり次第終了
　・受付場所　健康増進課または勝沼支所・大和支所　※電話での申し込みはできません。
　・持 ち 物　国民健康保険被保険者証
問健康増進課　保健事業担当　☎３４ ‐ ５４３６

　がん検診の受診を促進し、早期発見・治療を推進するため、社会保険（甲州市国民健康保険以外の
医療保険）加入の被扶養者４１歳～７４歳の方を対象に人間ドックでのがん検診費用助成を行います。
◆対象者
　・甲州市に住所を有する社会保険加入の被扶養者で、令和４年４月１日時点で４１～７４歳の方
　　（昭和２２年４月２日～昭和５６年４月１日生まれの方）
　※社会保険加入者本人は対象になりません。
　※職場やご加入の医療保険で人間ドック助成制度がある場合はそちらを優先してください。
◆助成金　一人につき１１，０００円
　・ご加入の医療保険によって、さらに特定健診の助成がある場合があります。詳細は各医療保険者
　　（健康保険証の発行元または加入者の勤務先）にご確認ください。
◆定　員　８０名（先着順）
◆申込方法
　・受付期間　４月１３日（火）～令和４年２月１８日（金）　※定員になり次第終了
　・受付場所　健康増進課　※電話での申し込みはできません。
　・持 ち 物　健康保険被保険者証
問健康増進課　健康企画・地域医療担当　☎３２ ‐ ５０１４

甲
州
市
社
保
被
扶
養
者
人
間
ド
ッ
ク
◇人間ドックの受診
　・実施医療機関　塩山市民病院、山梨厚生病院、加納岩総合病院、山梨厚生連健康管理センター、
　　　　　　　　　石和温泉病院クアハウス石和、山梨病院
　・検査内容　　　１日人間ドック
　・受診期間　　　令和４年２月２８日（月）まで
◇その他
　・人間ドック申込者は甲州市総合健診（※１）、国保個別医療機関健診、

がん個別（医療機関）検診を受けることはできません。
　・申し込みは窓口での受付のみとなります。電話での申し込みはで

きません。
　・マスクを必ず着用のうえ、ご来場ください。
※１･･･ 乳がん検診、骨粗鬆症検診のみ受診可（乳がん検診対象：４１歳以上の

女性で昨年度、市が実施する乳がん検診を未受診の方）（骨粗鬆症検診対象：
４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性で骨粗鬆症未治療者）

令和３年１月の医療費
医療費全体 ２億８，６２０万円
（前年同月比 ＋１,８５４万円）
一人あたり医療費 ３２，７５０円
（前年同月比 ＋２,１５０円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

甲
州
市
国
保
人
間
ド
ッ
ク

甲州市人間ドック費用助成の受付が始まります
いきいきライフ通信
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ひとり親家庭で小中学校へ入学・進学
される児童がいるご家庭の皆さまへ

４月に小中学校へ入進学される児童がいるひとり親
家庭に、市から祝金を支給します。

◦ひとり親家庭等医療助成を受けている方、または次
のすべての要件に該当する方は、子育て支援課へ申
請書を提出してください。

①市内在住の方
②令和３年４月に山梨県内の小中学校（特別支援学校

を含む）へ入進学される児童を育て、生計を同一と
するひとり親家庭の親であること（父母のない児童
の養育者を含む）。

※ただし、児童福祉施設（母子生活支援施設を含む）
に入所中の児童や里親に委託中の児童は除く。

③生活保護の受給世帯でない方
④令和２年度（令和元年分）の所得税が非課税の方
※ただし、課税されていても年少扶養親族に対する扶

養控除の廃止および１６歳以上１９歳未満の方に対
する扶養控除の上乗せ部分の廃止がないものとして
計算した場合に、所得税が非課税となる世帯は含む。

・公的年金を受給されている方で、児童扶養手当を受
給できない方でも、対象となる場合があります。

・申請後に上記要件を満たさなくなった場合や氏名、
住所に変更があった場合は、速やかに「変更・辞退
届」を提出してください。

◦申請締切日　４月９日（金）
◦提出書類
・ひとり親家庭小中学校入進学祝金支給申請書
・申請者と対象児童のひとり親家庭医療費助成金受給

資格者証の写し
：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象
：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

※受給資格者証をお持ちでない方は、児童扶養手当証
書または申請者および入進学児童を含む戸籍謄本を
添付してください。

※申請書は子育て支援課窓口に用意しています。
問子育て支援課　児童福祉担当　☎３２ ‐ ５０８１

公務員になる方、公務員でなくなる方の
児童手当の手続きについて

児童手当の受給者が採用・帰任等により公務員にな
る、または退職・出向等により公務員でなくなる場
合は、異動日の翌日から１５日以内に所属先および
市窓口の両方での手続きが必要です。手続きが遅れ
ると手当を受給できない期間が発生したり、過払い
となった手当を返還していただくことがあります。

問子育て支援課　児童福祉担当　☎３２ ‐ ５０８１

児童センター・イベント【申込不要・無料】
◦塩山北児童センター　☎３３ ‐ ７８００

ベビーマッサージ
４月１５日（木）　　 午前１０時３０分～
１歳までのお子さんと保護者　　 バスタオル

◦塩山南児童センター　☎３３ ‐ ７９００
ベビーマッサージ
４月２２日（木）　　 午前１０時３０分～
１歳までのお子さんと保護者　　 バスタオル

４月１日から妊婦健康診査の助成を拡充します
　市では、すこやかな妊娠と出産のために、妊婦健康診査を定期的に必ず受けることをお勧めし
ており、妊婦健康診査にかかる費用の一部を助成しています。
　４月１日から「妊婦健康診査受診票」が新しくなり、助成額も増額いたします。

 （旧）令和３年３月３１日まで  （新）令和３年４月１日以降 
・妊婦一般健康診査受診票　　　１４枚
・ＨＴＬＶ－１抗体検査受診票　　１枚
・クラミジア抗原検査受診票　　　１枚 N

・妊婦一般健康診査受診票（基本健診）　１４枚
・妊婦一般健康診査受診票（追加検査）　　６枚

　４月以降に出産予定で、３月以前に交付された受診票をお持ちの方には、３月中に新しい受診票（す
でに使用済みの受診票分は除く）を郵送しました。お手元に届いていない場合は、ご連絡ください。

　〈注意事項〉　・４月１日以降、旧受診票は使用できません。
　　　　　　　・甲州市から転出した場合は、転出日から使用できません。

問健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１１
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「想いのノート」
～私らしく生きるために、想いをかたちに～

　いつまでも自分らしく、「こうありたい」という想いを大切にして暮らし続け
るための取り組みをしています。その一助として、「想いのノート」をご紹介し
ます。長年親しんでいる習慣や好み、やりたいこと、自身の病気や介護に関す
る想いなどを書き込むことができます。想いを整理し、身近な家族や大切な人、
その他あなたを支援してくれている人と語り合い、その想いの実現に向けて進
めるきっかけの一つとして、手に取ってみてください。
●想いのノートの活用方法
・もし将来、自分の想いが伝えられなくなったとしても、ご家族等がこれを見

ることであなたの想いを知ることができます。
・一人で書くか、誰かと一緒に書くか、いつ誰に見せるか、見せないか、すべて自由に決めることができ

ます。
・想いはその時々で変わっていくものです。話しにくいこと、言葉にならないこと、今はわからないこと

もあるかと思います。「想いのノート」にある項目を埋めることが目的ではありません。無理にすべて
を記入する必要はありません。変更・書き換えも自由です。

・想いを記すもので遺言等の効力はありません。
●実際に記入した方からの声

　「想いのノート」は介護支援課窓口で配布しています。また、記入の際のポイントを掲載した手引きも
用意しています。

問甲州市地域包括支援センター（介護支援課内）　☎３２ ‐ ５６００

「産前・産後ママのほっとスペース」を再開します !
　妊娠中や産後のお母さんが赤ちゃんと一緒にゆったり過ごせる場所として、塩山保健福祉センター２
階に開所している「産前・産後ママのほっとスペース」は、新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、
昨年３月から休止していましたが、感染拡大防止対策を徹底する中で、４月９日から再開します。開所
時間や事前予約制など、これまでの開催方法と変更になる点がありますので、ご利用の際はご注意くだ
さい。助産師などの専門スタッフがお待ちしています。

●対 象 者：市内在住の妊婦さん、産後５ヵ月末までのお母さんとお子さん
●開 所 日：毎週金曜日の　①午前１０時～正午　または 
　　　　　　　　　　　　　②午後１時～３時 （祝日・年末年始を除く）
●場　　所：塩山保健福祉センター　２階
●定　　員：①・②とも各５組まで
●予約方法：毎週火曜日～水曜日の午前９時～正午の間に、
　　　　　　その週の開所分を電話または来所により受け
　　　　　　付けます（※翌週以降の予約はできません）。
●利用回数：１組につき月２回まで
　　　　　　（お子さんが双子の場合は月４回まで）
●持 ち 物：母子健康手帳、バスタオル、おむつなど

問健康増進課　健康づくり担当　☎３３ ‐ ７８１１

koshu chi ld smi le 子育て応援情報
４月９日から

まだ書けることは少ないけれど
考えるきっかけになりました。

今の自分の想いに
気づくことができました。

家族等と一緒に
自分の想いを共有できました。
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収納課から 市税の納税に関するお知らせ
　下記の税目について、便利で確実な「口座振替」、コンビニエンスストアでの
納付、２４時間いつでもどこでも手続きできる「クレジットカード納付」や「ス
マホ決済収納」などの納税方法があります。ご都合に合わせてご利用ください。

対　象　税　目

　●市・県民税（普通徴収）　　　　●固定資産税・都市計画税
　●国民健康保険税（普通徴収）　　●軽自動車税（種別割）

口　座　振　替 ※申込方法は次の二通りの方法があります。
◎キャッシュカードでの申し込み
　●登録に必要なもの　キャッシュカード（暗証番号の入力が必要となります）
　●受付場所　収納課（市役所本庁舎　１階　８番窓口）
◎口座振替依頼書での申し込み
　●登録に必要なもの　通帳、金融機関届出印
　●受付場所　収納課、市役所勝沼支所・大和支所、山梨中央銀行本店・支店、甲府信用金庫本店・支店、

山梨信用金庫本店・支店、山梨県民信用組合本店・支店、ゆうちょ銀行・郵便局、フルーツ山梨農業協
同組合本所・支所

クレジットカード納付
◎ https://koukin.yahoo.co.jp/ または「ヤフー公金払い」で検索してください。
　●ご利用方法　パソコンやスマートフォンで、クレジットカード納付専用サイト「ヤフー公金支払い」か

ら納付（決済）します。
　●決済手数料　納付書１枚ごとに決裁手数料が必要となります。
　●利用可能なクレジットカード　VISA、Master Card、JCB、アメリカン・エキスプレス、ダイナースク

ラブ

納 付 書 払 い
◎市役所・支所窓口、納付書裏面に記載されている取扱金融機関、コンビニまたは MMK（マルチメディアキ

オスク）設置店（一部のスーパーやドラッグストア等）で納付ができます。
　MMK 設置店については https://www.shinkin-sis.co.jp/mmk/mmklist19.html または「MMK 設置店」

で検索してください。
　※介護保険料（普通徴収）もコンビニ、MMK 設置店での納付が可能です。
　※コンビニ、MMK 設置店での納付については納期限を過ぎた納付書は使用できませんので、ご注意ください。

スマホ決済収納
◎スマートフォンやタブレットを利用し、PayPay、LINEPay アプリで納付ができます。
　※事前にアプリのインストールが必要となります。
　●ご利用方法　専用アプリから納付書に記載されているバーコードを読み取り、納付（決済）します。
　●決済手数料　決済手数料は無料です。納付方法の詳細は https://paypay.ne.jp/guide/ (paypay)、
　　https://pay.line.me/portal/jp/main(LINEPay) からご確認ください。
　※介護保険料（普通徴収）も納付が可能です。
　※納期限を過ぎた納付書は使用できませんので、ご注意ください。
　※金額が３０万円を超える場合、コンビニ、MMK 設置店、スマホ決済では納付できません。

※納付の際の注意点などもありますので、詳細は市ホームページ上の「甲州市の税について」をご覧ください。
　また、納税相談を随時受け付けています。

企業の皆さまへ　～共通納税の納付について～
◎市・県民税（特別徴収）および法人市民税について、全国で eLTAX を利用した納付が可能となりましたので、ご

活用ください。納付方法の詳細は https://www.eltax.lta.go.jp/ または「エルタックス」で検索してください。

問収納課　収納担当　☎３２ ‐ ５０７４



広報こうしゅう17

世代を超えてともに学ぶ
生涯学習推進大会
　２月２０日、甲州市生涯学習市民協議会は、市民
文化会館で生涯学習推進大会を開催しました。
　第１部では、相川優芽さん（東雲小６年）、有賀
結菜さん（大和中２年）が意見発表を行いました。
　第２部では、童謡歌手の若林秀和さんとピアニス
トの八谷晃生さんによるコンサートを開催しまし
た。その透き通った歌声と素敵な演奏が響き渡り、
会場はやさしい空気に包まれました。

夢プロジェクト「Rèaliser」
景観改善事業
　２月２６日、東京五輪の聖火リレーコースになっ
ているフルーツラインなどのガードレールを白色か
ら「甲州ブラウン」に塗り替える作業を行いました。
　菱山小全児童３７名と聖火ランナー内定者の手塚
類さん（松里中３年）が参加し、ガードレールが周
辺景観になじんでいくことを実感しながら作業を楽
しみました。手塚さんは「訪れる多くの方に甲州市
の魅力を伝えたい」と話していました。

春の火災予防運動
幼年消防クラブがパレード
　３月４日、「春の火災予防運動」の一環として、
たんぽぽこども園の園児や職員、保護者の皆さんが
拍子木を打ち鳴らしながら市内を練り歩き、「火の
用心」を呼び掛けました。
　沿道には地域の方々も駆け付け、かわいらしい園
児たちの防火パレードを見守りました。
　また、火災予防運動期間中、市消防団は防火・防
災意識の高揚を図るため、啓発活動を行いました。

塩山北中合唱部 声楽アンサンブル
コンテスト全国大会出場を報告
　３月９日、「山梨ヴォーカルアンサンブルコンテ
スト」小中学校の部で金賞を受賞した塩山北中学校
合唱部の皆さんが市役所を訪れ、福島県で開催され
る全国大会出場の報告を行いました。
　３年生の中村友希乃さんが決意表明を行った後、
１階ロビーで合唱を披露し、素晴らしい歌声を響か
せてくれました。鈴木市長は「皆さんの歌声が被災
地復興の一助になってほしい」と激励しました。
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り
ま
す
。

◦
主
な
事
例

・
土
地
の
利
用
が
変
わ
っ
た
土
地

・
別
々
の
用
途
に
使
用
し
て
い
た
複
数
の

筆
を
一
体
で
の
利
用
に
変
え
た
土
地

・
評
価
替
え
に
伴
う
調
査
に
よ
り
、
正
し

い
評
価
に
更
生
を
行
っ
た
土
地

・
評
価
替
え
に
伴
い
、
状
況
類
似
地
域
の

見
直
し
を
行
っ
た
土
地

※
右
記
の
場
合
等
は
変
更
後
、
更
生
後
お

よ
び
見
直
し
後
の
評
価
方
法
で
令
和
２

年
度
の
課
税
標
準
額
を
算
出
し
た
場
合

の
額
（
比
準
課
税
標
準
額
）
を
前
年
度

課
税
標
準
額
と
し
て
負
担
水
準
を
算
出

す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
の
年
税
額
よ

り
も
上
昇
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
４
２
２
・
１
４
２
３
）

令和 3 年基準 年度評価替え　「土地・家屋 評価」の仕組み
◦土地：評価の仕組みは・・・
　土地の評価は国が定めた固定資産評価基準および甲州市固定資産評価取扱要領に基づき宅地、田、畑、山
林など、その年の１月１日現在の現況地目で評価をします。
　宅地の評価方法は、市内の状況が似かよっている地域（状況類似地区）ごとに標準となる宅地（標準地）を
選定し、その土地を不動産鑑定士が駅、公共施設からの距離や道路の幅員、街路条件等のさまざまな要因を
考慮し評価をします。また、市街地などの路線価区域については、標準地をもとに各道路の路線価価格を求め、
さらにその路線から各土地を評価します。路線価区域以外は状況類似地区ごとの標準地をもとに各土地を評
価します。
　なお、田、畑、山林、原野等は売買実例などを参考として評価の見直しをしますが、平成２１年度以降価
格に大きな変動はありませんので、今回は評価を据え置きとします。
◦家屋：評価の仕組みは・・・
　家屋の評価は国の固定資産評価基準に基づき、再建築価格をもとに評価をします。

評価額＝再建築価格×経年減点補正率
　再建築価格は、評価の対象となった家屋とまったく同じものを評価の時点において、その場所に新築する
ものとした場合に必要とされる建築費です。
　経年減点補正率は、家屋の建築後の年数の経過によって生ずる損耗の状況による減価率です。
　新築家屋以外の家屋の評価額については、その額が評価替前の価格より上がる場合は据え置かれ、下がる
場合は下がった額となりますが、経年減点補正率には下限がありますので、家屋が建っている限りは税額が 0
円になることはありません。
◦家屋は据え置き、宅地は地価変動で毎年見直し
　土地と家屋の評価額は、令和 3 年度が評価替えとなり、次回令和 6 年度までの 3 年間は基本的には据え置
かれます。ただし、宅地の評価額は地価の変動で毎年見直しが行われ、あわせて家屋の建築により農地等か
ら宅地に現況地目が変更となった場合等も見直しが行われます。
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
申
告
所
得
税
、
贈
与
税
、
個
人
事
業
者

の
消
費
税
の
申
告
・
納
付
期
限
を
４
月

15
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
の
期
間

が
、
令
和
２
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

期
間
と
重
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
十
分

な
申
告
期
間
を
確
保
し
て
申
告
会
場
の

混
雑
回
避
の
徹
底
を
図
る
観
点
か
ら
、

申
告
所
得
税
（
及
び
復
興
特
別
所
得

税
）、
贈
与
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
（
及
び
地
方
消
費
税
）
の
申
告
・
納

付
期
限
に
つ
い
て
、
全
国
一
律
で
令
和

３
年
４
月
15
日
（
木
）
ま
で
延
長
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
申
告
所
得
税
、
個
人
事

業
者
の
消
費
税
の
振
替
納
税
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
の
振
替
日
に
つ
い
て
も
次

の
と
お
り
延
長
し
ま
す
。

◦
振
替
日

・
申
告
所
得
税

　
５
月
31
日
（
月
）

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税

　
５
月
24
日
（
月
）

◦
３
月
16
日
（
火
）
か
ら
４
月
15
日
（
木
）

ま
で
は
、
山
梨
税
務
署
に
申
告
書
作
成

会
場
を
開
設
し
ま
す
。

※
甲
州
市
役
所
で
の
確
定
申
告
相
談
・
受

付
は
終
了
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
民

税
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
は
随

時
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
早
め
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
（
３
月
16
日
以

降
受
付
の
確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
に

つ
い
て
は
、
６
月
の
当
初
課
税
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

問
山
梨
税
務
署　
個
人
課
税
部
門

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
３
１
）

※
自
動
音
声
に
従
っ
て
「
２
番
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。
交
換
手
が
出
ま
す
の

で
内
線
番
号
を
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

市
役
所
へ
届
出
が
必
要
で
す

４
月
は
就
職
や
退
職
、
扶
養
の
認
定
や

解
除
等
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
脱

退
の
手
続
き
が
必
要
に
な
る
時
期
で

す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
手
続
き

は
、
会
社
で
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
必
ず

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
義
務
者
は
世
帯
主
に
な
り
ま
す

が
、
同
一
世
帯
の
方
で
あ
れ
ば
、
委
任

状
を
省
略
し
て
代
理
の
届
出
が
可
能
で

す
。

◎
社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
方
で
、
就

職
や
被
扶
養
者
に
認
定
さ
れ
た
な
ど
新

た
に
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、

国
民
健
康
保
険
脱
退
の
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
届
出
に
は
社
会
保
険
証
（
被
扶
養
者
分

も
す
べ
て
）、
国
民
健
康
保
険
証
、
届

出
人
の
身
分
証
明
書
、
世
帯
主
と
手
続

き
対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で

き
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

通
知
カ
ー
ド
等
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
届
出
を
し
な
い

と
、
国
民
健
康
保
険
税
は
課
税
さ
れ
続

け
、
社
会
保
険
と
二
重
加
入
し
て
い
る

状
態
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
保
険
資
格
を
有
す
る
期
間

に
国
民
健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
受
診

し
た
場
合
、
保
険
者
負
担
分
金
額
（
医

療
費
の
７
割
ま
た
は
８
割
）
を
市
へ
返

還
し
、
そ
の
後
加
入
し
て
い
る
保
険
者

に
保
険
者
負
担
分
を
請
求
す
る
「
医
療

費
返
還
手
続
き
」
が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。　
　
　
　

　
医
療
費
返
還
手
続
き
を
発
生
さ
せ
な
い

た
め
に
も
社
会
保
険
加
入
後
は
、
す
み

や
か
に
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
社
会
保
険
を
脱
退
し
た
と
き

　
退
職
や
被
扶
養
者
認
定
の
解
除
な
ど
、

社
会
保
険
を
脱
退
後
、
他
の
健
康
保
険

に
加
入
し
な
い
と
き
は
、
国
民
健
康
保

険
加
入
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
届
出
に
は
、
社
会
保
険
資
格
喪
失
日
が

確
認
で
き
る
書
類
（
退
職
証
明
書
や
社

会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
等
）、
届
出

人
の
身
分
証
明
書
、
世
帯
主
と
手
続
き

対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き

る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
通

知
カ
ー
ド
等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
わ
せ
て
国
民
年
金
加
入
の
手

続
き
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◎
就
学
の
た
め
転
出
す
る
と
き

　
甲
州
市
の
国
民
健
康
保
険
証
を
お
持
ち

の
方
が
、
大
学
等
に
就
学
す
る
た
め
市

外
に
転
出
す
る
場
合
、
届
出
に
よ
り
引

き
続
き
甲
州
市
の
国
民
健
康
保
険
証
を

使
用
で
き
ま
す
。
届
出
に
は
、
在
学
証

明
書
（
令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
発

布
さ
れ
た
も
の
）、
届
出
人
の
身
分
証

明
書
、
世
帯
主
と
手
続
き
対
象
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド

等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
戸
籍
住
民
課 
国
保･

年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
０
２
２
～
１
０
２
４
）

『
甲
府
盆
地
７
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
の
都
市

計
画
変
更
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

県
で
は
、
甲
州
市
を
含
む
甲
府
盆
地
７

都
市
計
画
区
域
の
今
後
の
都
市
計
画
の

方
針
を
示
し
た
『
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
変
更
案
）』
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と

お
り
縦
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
変
更
案
の
縦
覧

◦
縦
覧
期
間

　
４
月
12
日
（
月
）
～
26
日
（
月
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
。

◦
縦
覧
場
所

　
山
梨
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
、
峡

東
建
設
事
務
所
都
市
計
画
・
建
築
課
、

市
役
所
都
市
整
備
課

◎
意
見
書
の
提
出

・
変
更
案
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
場
合
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

市
内
在
住
の
方
お
よ
び
利
害
関
係
者

◦
提
出
方
法

　
意
見
の
要
旨
お
よ
び
理
由
、
住
所
、
氏

名
等
を
記
載
し
た
書
面
を
持
参
ま
た
は

郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◦
提
出
期
間

　
４
月
12
日
（
月
）
～
26
日
（
月
）

◦
提
出
先

　
〒
４
０
４
‐
８
６
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
１
２
３
９
‐
１

　
山
梨
県
峡
東
建
設
事
務
所

　
都
市
計
画
・
建
築
課

　
☎
20
‐
２
７
１
０

問
山
梨
県
県
土
整
備
部　
都
市
計
画
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
７
１
６
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令
和
３
年
度

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
狂
犬
病
予
防

注
射
を
市
内
各
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

　
登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い
主
様
宛
に
お

知
ら
せ
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

会
場
を
ご
確
認
の
う
え
、
接
種
を
お
願

い
し
ま
す
（
会
場
に
は
お
知
ら
せ
ハ
ガ

キ
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。

１
頭
に
つ
き　
３
，
５
５
０
円
（
狂
犬

病
予
防
注
射
料
３
，
０
０
０
円
・
注
射

済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

◦
注
意
事
項

・
新
た
に
犬
を
飼
育
す
る
場
合
は
、
新
規

登
録
料
と
し
て
別
途
３
，
０
０
０
円
が

必
要
で
す
。

・
注
射
時
に
犬
は
興
奮
し
ま
す
。
必
ず
制

御
で
き
る
方
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

・
健
康
状
態
の
優
れ
な
い
犬
に
つ
い
て
は

事
故
防
止
の
た
め
注
射
を
見
送
ら
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
犬
の
健

康
状
況
を
確
認
・
申
告
の
う
え
、
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

・
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
も
接
種
で

き
ま
す
。

問
環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当

　
☎
33
‐
４
４
０
４

飼
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費

補
助
金
制
度
の
お
知
ら
せ

不
妊
手
術
・
去
勢
手
術
を
受
け
よ
う
と

す
る
猫
の
飼
い
主
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

◦
補
助
金
交
付
の
条
件

　
飼
い
主
が
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
飼
い
主
の
世
帯
員
が
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
。

②
飼
い
猫
が
生
後
６
月
以
上
で
、
獣
医
師

が
手
術
を
適
当
と
認
め
た
場
合
。

◦
補
助
額
（
１
匹
に
つ
き
）

・
不
妊
手
術　
５
，
０
０
０
円

・
去
勢
手
術　
４
，
０
０
０
円

◦
そ
の
他

・
必
ず
手
術
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

手
術
後
の
申
請
は
補
助
対
象
外
で
す
。

・
令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
の
手
術
が
対

象
で
す
。

・
申
請
は
１
世
帯
同
年
度
１
匹
の
み
で
、

複
数
匹
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
（
別
世

帯
で
も
同
一
地
番
に
居
住
し
て
い
る
場

合
を
含
む
）。

※
予
算
の
執
行
状
況
に
よ
り
、
受
付
を
打

ち
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当

　
☎
33
‐
４
４
０
４

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
・
生
ご
み

処
理
容
器　
購
入
補
助
制
度

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
、
生
ご
み
処
理
容

器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
・
ボ
カ
シ
容
器
）
購
入

に
係
る
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
制
度
内
容

　
購
入
金
額
（
消
費
税
額
を
除
く
）
の
２

分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
電

動
式
は
３
万
円
を
、
処
理
容
器
は
５
千

円
を
限
度
と
し
ま
す
（
千
円
未
満
の
端

数
は
切
り
捨
て
）。

※
補
助
対
象
は
１
世
帯
に
つ
き
１
基
で
す
。

◦
申
請
に
必
要
な
も
の

　
領
収
書
（
電
動
式
は
保
証
書
も
必
要
）、

印
鑑
、
振
込
先
口
座
の
確
認
書
類
を
持

参
の
う
え
、
環
境
政
策
課
窓
口
で
申
請

書
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課　
廃
棄
物
対
策
担
当

　
☎
33
‐
４
４
０
４

太
陽
光
発
電
セ
ミ
ナ
ー

県
で
は
、
太
陽
光
発
電
施
設
を
適
切
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
こ
と
で
発
電
量
の

ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
く
セ
ミ
ナ
ー
を
動
画
配
信
し
て

い
ま
す
。

◦
演
題　
「
太
陽
光
発
電
事
業
を
成
功
に

導
く
、
発
電
量
を
最
大
化
す
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
」

◦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
ア
ド
レ
ス

　

https://w
w

w
.pref.yam

anashi.jp/
kankyo-ene/2020taiyoukousem

ina.
htm

l

問
山
梨
県
森
林
環
境
部　
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
課　
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
担
当

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
０
３

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中

加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合

に
、
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
る
相
互
救
済
制
度
で
す
。

　

掛
金
は
一
人
に
つ
き
年
間
５
０
０
円

で
、
共
済
期
間
は
４
月
１
日
（
中
途
加

入
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）
か
ら
令
和

４
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
５
０
６
８

　
勝
沼
支
所　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
☎
48
‐
２
１
１
１

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

能
力
開
発
講
座
等
の
ご
案
内

◦
５
月
開
催
予
定
講
座

・
観
光
ガ
イ
ド
の
た
め
の
英
会
話

・
エ
ク
セ
ル
基
礎
（
第
１
回
）

◦
６
月
開
催
予
定
講
座

・
会
計
実
務
の
基
礎

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
内
部
監
査

員
養
成
コ
ー
ス

・
社
会
保
険
実
務

・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

技
能
検
定
３
級　
試
験
対
策
講
座

※
講
座
内
容
、
日
程
、
定
員
、
受
講
料
、

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
32
‐
５
２
０
２

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

◦
認
定
職
業
訓
練
（
５
月
開
催
）

・
ワ
ー
ド
入
門

・
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
得
点
Ｕ
Ｐ
対
策
講
座

・
監
督
者
訓
練
１
科
（
仕
事
の
教
え
方
）

・
ワ
ー
ド
入
門

◦
も
の
づ
く
り
講
座
（
５
月
開
催
）

・
松
の
ミ
ド
リ
摘
み
教
室

※
講
座
内
容
、
日
程
、
定
員
、
受
講
料
、

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
総
務
企
画
課

　
☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
４
９
１
６
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

令
和
３
年
度

果
樹
技
術
向
上
セ
ミ
ナ
ー

峡
東
管
内
で
新
規
就
農
を
希
望
す
る
方

や
就
農
３
年
以
下
の
栽
培
経
験
の
浅
い

農
業
者
を
対
象
に
、
果
樹
技
術
向
上
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
の
基
本
的
な
栽
培
技
術

や
農
業
経
営
に
必
要
な
基
礎
知
識
の
習

得
、
仲
間
づ
く
り
の
機
会
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
講
習
内
容

①
年
間
の
栽
培
管
理
に
関
す
る
現
地
講
習

会
（
モ
モ
コ
ー
ス
４
回
、
ブ
ド
ウ
コ
ー

ス
３
回
を
予
定
）

②
果
樹
栽
培
や
農
業
経
営
に
関
す
る
講
義

形
式
の
全
体
講
習
会
（
１
０
回
程
度
）

５
月
～
令
和
４
年
３
月
（
平
日
開
催
）

東
山
梨
合
同
庁
舎
、
果
樹
試
験
場
、
峡

東
地
域
の
農
家
ほ
場
等

峡
東
地
域
の
就
農
３
年
以
下
の
農
業
者

（
果
樹
）

◦
申
込
締
切
日　
４
月
16
日
（
金
）

※
申
込
用
紙
は
峡
東
農
務
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問
山
梨
県
峡
東
農
務
事
務
所
（
峡
東
地
域

普
及
セ
ン
タ
ー
）
担
い
手
育
成
担
当

　
☎
20
‐
２
７
０
７　
ＦＡＸ
20
‐
２
７
０
９

　
okt-noum

u@
pref.yam

anashi.lg.jp

農
作
業
は
安
全
第
一
に

「
焦
ら
ず
、急
が
ず
、慎
重
に
！
」

毎
年
、
農
作
業
が
本
格
化
す
る
春
以
降

は
、
作
業
中
の
事
故
が
多
発
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
慣
れ
た
作
業
や
機
械
の
操
作
で
あ
っ
て

も
、
わ
き
見
や
他
の
こ
と
に
気
を
取
ら

れ
る
と
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

◦
農
家
の
皆
さ
ん
は
次
の
点
に
注
意
し
て

農
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
作
業
時
は
作
業
に
適
し
た
服
装
と
す

る
。

・
移
動
走
行
時
に
は
人
や
車
に
注
意
す

る
。

・
で
き
る
限
り
一
人
で
作
業
し
な
い
。

・
ほ
場
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
え
に
注
意
す

る
。

・
機
械
の
取
扱
説
明
書
、
安
全
ラ
ベ
ル
を

理
解
す
る
。

・
機
械
の
点
検
・
整
備
は
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
す
る
。

・
棚
、
支
柱
、
針
金
等
は
目
印
な
ど
で
目

立
た
せ
る
。

※「
農
作
業
は
焦
ら
ず
、
急
が
ず
、
慎
重

に
！
」
を
合
言
葉
に
、
事
故
発
生
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
振
興
課　
果
樹
農
林
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

農地の実勢賃貸借情報
　令和２年１月から令和２年１２月までに締結された農地の賃貸
借料の水準は、次のとおりです。

（１０アール当たり／年額／単位：円）

品種等／
　地域名

塩山 勝沼 大和

平坦地 中山間地 平坦地 中山間地

全域塩山
奥野田
松里

玉宮
大藤
神金

勝沼
岩崎
東雲

深沢
藤井
菱山

ぶ
ど
う

平均値 20,574 14,448 26,486 29,060 15,765

最大値 45,113 24,793 46,106 51,813 15,765

最小値 10,819 5,586 9,659 14,804 15,765

データ数 43 15 80 36 2

も
も

平均値 24,009 10,760 23,314 ― ―

最大値 33,178 18,079 39,458 ― ―

最小値 7,507 5,524 14,728 ― ―

データ数 30 41 24 ― ―

す
も
も

平均値 27,028 3,748 ― ― 6,480

最大値 40,585 3,748 ― ― 6,480

最小値 19,200 3,748 ― ― 6,480

データ数 10 1 ― ― 2

さ
く
ら
ん
ぼ

平均値 ― ― ― ― ―

最大値 ― ― ― ― ―

最小値 ― ― ― ― ―

データ数 ― ― ― ― ―

か
き

平均値 25,013 ― 32,266 ― ―

最大値 30,086 ― 32,266 ― ―

最小値 23,474 ― 32,266 ― ―

データ数 6 ― 1 ― ―

野
菜

平均値 18,431 8,485 ― 13,228 ―

最大値 19,128 11,737 ― 13,228 ―

最小値 17,102 6,317 ― 13,228 ―

データ数 6 5 ― 1 ―
※データの無い箇所は、賃貸借契約が無かった地域です。類似地

域等を参考にしてください。
※使用貸借 ( 無償 ) のもの、借料の平均値± ( 平均値×７０％ ) を

超えるものは除かれています。
問甲州市農業委員会事務局（農林振興課　農地担当）
　☎３２ ‐ ５０９２

受
講
者
募
集



令和 3 年 4 月 22

　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　

無
料
法
律
相
談

４
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
７
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
４
月
５
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

４
月
８
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
行
政
相
談

４
月
16
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

　
会
議
室
Ａ

市
内
在
住
の
方

行
政
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

消
費
生
活
相
談

４
月
７
日
（
水
）・
14
日
（
水
）・
21
日

（
水
）・
28
日
（
水
）

午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
相
談
室

　
（
市
民
生
活
課
内
）

甲
州
市
お
よ
び
山
梨
市
内
在
住
の
方

◦
相
談
員　
消
費
生
活
相
談
員

消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
（
電
話

詐
欺
や
架
空
請
求
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

等
）
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

関
係
の
手
続
き
が
で
き
ま
す

４
月
24
日
（
土
）

午
後
１
時
～
５
時

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
戸
籍
住
民
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
、
受
け

取
り
、更
新
、暗
証
番
号
変
更・初
期
化
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
・
申
し
込
み
。

◦
予
約
方
法

　
４
月
23
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
住
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
１

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

４
月
22
日
（
木
）

午
前
の
部　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

山
梨
市
役
所　
西
館
２
階

　
２
０
３
会
議
室

年
金
請
求
手
続
き
、
年
金
受
給
者
の
死

亡
に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入
・
納

付
記
録
の
確
認
や
年
金
額
の
試
算
な

ど
。

※
相
談
時
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
等
）

お
よ
び
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
方
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

４
月
16
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

街
の
駅
や
ま
な
し

相
続
登
記
、
土
地・建
物
の
名
義
変
更
、

遺
言
、
成
年
後
見
、
会
社
関
係
の
登
記

な
ど
。

※
相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内
。

※
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

問
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

不
動
産
・
空
き
家
無
料
相
談
会

４
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
市
民
会
議
室
Ｂ

不
動
産
や
空
き
家
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
員
は
山
梨
県
宅
建
協
会
が
委
嘱
し

た
方
で
す
。

問（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
４
３
０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

４
月
20
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
本
庁
舎　
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼

を
し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

　
ま
た
、
開
設
日
に
限
り
電
話
で
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

※
毎
月
第
３
火
曜
日
に
開
設
予
定
で
す
。

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

要
予
約

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

要
予
約

要
予
約
・
無
料

要
予
約

要
予
約
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

新型コロナウイルスの感染拡大状況により、掲載している相談会等が延期・中止となる場
合があります。なお、参加にあたりましては事前検温およびマスクの着用をお願いします。

献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

４
月
19
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
午
後
０
時
45
分
～
４
時

市
役
所
本
庁
舎　
東
側
駐
車
場

◦
当
日
服
用
し
て
い
て
も
献
血
で
き
る
対

象
薬

　
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
血
圧
の
薬
、
花
粉
症
の

薬
、
胃
腸
薬
、
高
脂
血
症
治
療
薬
、
ア

レ
ル
ギ
ー
薬
、
高
尿
酸
血
症
治
療
薬

※
ほ
か
に
も
服
薬
さ
れ
て
い
る
薬
の
種
類

な
ど
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
か

否
か
は
、
当
日
に
検
診
医
が
最
終
的
な

判
断
を
行
い
ま
す
。

◦
お
願
い

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
伴
い
、
来
場
時
の
検
温
、
手
指
消
毒

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

発
熱
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
献
血
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
献
血
バ
ス
内
で
の
密
集
を
避
け
る
た

め
、
外
で
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
輸
血
用
血
液
の
安
全
対
策
と
し
て
、
本

人
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
入
力
に
よ
る
情
報
確
認
を
行

う
た
め
、
手
続
き
に
時
間
を
要
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◦
主
催

　
甲
州
市
・
塩
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◦
協
力

　
甲
州
市
赤
十
字
奉
仕
団

問
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
地
域
医
療

担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
規
模
改
修
に
つ
い
て

甲
州
市
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
５
年
の
開
館
以
来
、
温
泉
を
用
い

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
開
館
か
ら
30
年
近
く
経
過

し
、
施
設
お
よ
び
設
備
の
老
朽
化
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
長
期

的
に
活
用
し
て
い
く
う
え
で
、
改
修
工

事
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、『
甲
州
市
公
共
施
設
等
個

別
施
設
計
画
』
に
基
づ
き
、
令
和
３
年

度
に
大
規
模
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
工
事
期
間
中
は
休
館
と
な
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
細
は
同
封
配
布
物
の
「
社
協
だ
よ
り

す
ま
い
る
（
第
44
号
）」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

も
の
忘
れ
相
談

４
月
16
日
（
金
）

午
後
３
時
～

市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
国
際
交
流
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

最
近
忘
れ
や
す
く
な
り
心
配
な
方
や
、

も
の
忘
れ
が
出
て
き
た
方
へ
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
専
門
医
が
お
話
し
を
伺
い

ま
す
。

◦
申
込
方
法

　
４
月
13
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　

　
☎
32
‐
５
６
０
０

あ
ん
し
ん
相
談

随
時　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、
会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、

家
族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か

な
い
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
中
心

と
し
た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
精
神
科
等
の
医
療
機
関
の
紹
介
を
目
的

と
し
た
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
申
込
方
法　

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
そ
の
他

　
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
が
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は

精
神
科
医
師
の
対
応
も
可
能
で
す
。

※
来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
ご
事
情
に

よ
り
訪
問
等
の
対
応
も
可
能
で
す
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障

害
者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る

べ
き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

市民税・県民税随時第３期
お よ び 国 民 健 康 保 険 税 随
時第２期の納期限について

４月３０日（金）が納期限です。
※随時期に納付が必要となる方は、年度途中での異

動等により税額が再計算された方です。
※口座振替の方は、４月３０日（金）に引き落とし

されますので、前日までに残高をご確認ください。
◎納税相談を収納課窓口で随時行っています。

問収納課　収納担当　☎３２ ‐ ５０７４

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

不
足
の
お
知
ら
せ

厚
生
労
働
省
よ
り
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
、
製
造
し
て
い
る
２
社
の

う
ち
１
社
の
製
造
が
一
時
停
止
し
た
こ

と
に
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
が
大
幅

に
減
少
し
、
出
荷
量
の
調
整
が
行
わ
れ

る
と
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　
供
給
が
安
定
す
る
ま
で
の
間
、
４
回
接

種
の
う
ち
、
１
回
目
お
よ
び
２
回
目
の

接
種
を
優
先
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
定
期
接
種
が
受
け
ら
れ

る
年
齢
の
上
限
が
近
づ
い
て
い
る
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
へ
予
約
し
、
接

種
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
地
域
医
療

担
当　
☎
32
‐
５
０
１
４

要
予
約
・
無
料

要
予
約



令和 3 年 4 月 24

　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

勤
労
者
向
け
教
養
講
座

受
講
生
募
集

市
内
在
住
の
勤
労
者
ま
た
は
市
内
事
業

所
に
在
勤
の
方

無
料
（
講
座
に
よ
り
材
料
費
等
が
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
）

甲
州
市
民
文
化
会
館

午
後
７
時
～
９
時

◦
教
養
講
座
の
内
容

・
火
曜
日　
手
編
み
講
座

　
（
橋
本
千
代
美
先
生
）　　
定
員
10
名

・
水
曜
日　
華
道
（
創
美
流
）
講
座

　
（
市
川
一
窓
先
生
）　　
　
定
員
10
名

・
水
曜
日　
茶
道
（
裏
千
家
）
講
座

　
（
菊
島
美
恵
子
先
生
）　　
定
員
10
名

・
木
曜
日　
茶
道
（
表
千
家
）
講
座

　
（
北
角
芙
久
恵
先
生
）　　
定
員
10
名

※
講
座
は
１
種
類
か
ら
受
講
可
能
で
す
。

※
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
都
合
に
よ
り
曜
日
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
開
講
期
間
は
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月

ま
で
の
１
年
間
と
な
り
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
伴
い
、
休
講

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
観
光
商
工
課　
商
工
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
１

甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
登
録
証
の
更
新
を

希
望
さ
れ
る
方
へ

「
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

登
録
証
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
登
録
期

間
が
過
ぎ
て
い
る
た
め
更
新
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
方
法
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
商
工
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
５
０
０
０

鉄道利用者通学支援補助金　申請受付
　若者の市内定住促進を図るため、甲州市から県外の大学等へ通学
する学生の皆さんに、通学定期購入費の一部を補助します。
◦対象期間　４月１日～令和４年３月３１日
◦補 助 額　通学定期券購入費の半額（月額上限１万円）
◦対　　象　市内に住所を有し、県外の大学等に通学している方
　　　　　　（※学校教育法に定める大学院、大学、高等専門学校、

専修学校、各種学校）
※その他要件がありますので、詳細は市ホームページをご覧いただくか、

お問い合わせください。
◦申請期日　９月３０日（木）まで
問政策秘書課　地域未来戦略室　☎３２ ‐ ５０３７

甲州市ふるさと武田勝頼公まつりについて
　４月２５日（日）に開催を予定しています「第５６回甲州市ふるさと武田勝頼公まつり」
については、実行委員会において検討した結果、関係者のみの出席とし、勝頼公の法要以外
のイベント開催の中止を決定いたしました。それに伴い、勝頼公軍団出演者および出店の募
集はいたしません。
　開催を楽しみにされていた皆さま、開催にあたりご協力いただいております皆さまには大
変申し訳ありませんが、ご了承いただきますようお願いいたします。
問甲州市ふるさと武田勝頼公まつり実行委員会事務局（観光商工課内）　☎３２ ‐ ５０００

甲州市へ
　新型コロナウイルス感染予防対策費
　●（公社）山梨法人会 さま
甲州市社会福祉協議会へ
　●廣瀬　朋惠 さま（上粟生野）
　●小川　貴典 さま（西広門田）
　　　　　　　　　　ほか匿名１名 さま

富
士
山
科
学
研
究
所
イ
ベ
ン
ト

◎
２
０
２
１
年
度
企
画
展
「
シ
カ
か
も
し

か
も
カ
モ
シ
カ
か
も
」
～
観
察
か
ら
見

え
て
き
た
富
士
山
の
カ
モ
シ
カ
の
独
特

な
生
態
～

富
士
山
に
は
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ

モ
シ
カ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
研
究
員

に
よ
る
調
査
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ

た
富
士
山
な
ら
で
は
の
生
態
と
魅
力
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

４
月
24
日
（
土
）
～
10
月
24
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

富
士
山
科
学
研
究
所　
本
館
１
階

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
０
５
５
５
‐
７
２
‐
６
２
０
３

要
申
込

無
料
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第１５回 甲州市体育祭り　日程・種目・会場　一覧表
日　　　程 競技種目 会　　　場 雨天時

４月１０日（土） 午後７時３０分～ 総合開会式 塩山体育館 実施
４月２５日（日） 午後７時３０分～ 総合閉会式 塩山体育館 実施

４月１０日（土） 午前８時３０分～ ゲートボール 塩山総合グラウンド 小雨決行

４月１１日（日）
午前９時～ 剣 道 玉宮小学校体育館 実施
午前９時～ 柔 道 塩山ふれあい館柔道場 実施

４月１５日（木） 午後７時３０分～ 弓 道 勝沼弓道場 実施

４月１７日（土）
午前９時～ 少年野球 塩山総合グラウンド 中止
午前９時１５分～ 体操競技（長縄跳び） 塩山体育館 実施

４月１８日（日）
午前８時４５分～ 卓 球 塩山北小学校体育館 実施
午前９時～ 空 手 塩山南小学校体育館 実施
午前９時２０分～ テニス 塩山テニス場 中止

４月２０日（火） 午前９時～ グラウンドゴルフ 塩山総合グラウンド 延期
４月２５日（日） 午前９時３０分～ 銃剣道 塩山ふれあい館 実施

４月２９日（木） 午前８時３０分～ ソフトテニス
男子：塩山テニス場

中止
女子：塩山テニス場

５月　３日（月） 午前８時～ クレー射撃 大月国際クレー射撃場 実施
※ソフトバレー、家庭婦人バレーボール、バスケットボール、バトミントン、ソフトボール、インディアカ、陸上競技、レクリエ
ーションは、中止とさせていただきます。
※ゴルフ競技は、去る３月２７日（土）に塩山カントリー倶楽部で開催しました。
※今後の新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、中止となる場合があります。

問生涯学習課　スポーツ振興・東京オリンピック対策担当　☎３２ ‐ ５０９８

甲州市未来会議 委員募集
●所掌事務
　第２期総合戦略（令和２～６年度）の評価、検証お

よびおおむね２０年後活躍する世代が夢を持てるま
ちとなるための提言を行う。

●募集人数　７名程度
●任期　令和５年３月３１日まで（令和４年度末）
●応募資格　※常勤の公務員の方は除きます。
・市内在住で、まちづくりについて関心、ご意見をお

持ちの方
・令和３年４月１日現在１８歳以上５０歳未満で、平

日日中開催の会議（年４回程度）に出席できる方
●応募方法
　申込書に必要事項を記入し、次のテーマの作文（様

式自由・８００～１，０００字）を添付のうえ、郵送
または持参によりご提出ください。

※申込書は政策秘書課窓口に用意しています。また、
市ホームページからダウンロードできます。

【作文のテーマ】
　「甲州市の地域創生に関する意見」
●募集期間　４月１日（木）～２８日（水）
●選考　応募の多少に関わらず、応募書類による動機

や意見により選考します。選考終了後、郵送で本人
宛に通知します。

問政策秘書課　地域未来戦略室　☎３２ ‐ ５０３７このレシピは、平成 30 年度に食生活改善推進員が考案したおすすめ料理です。

旬の野菜を使って
おいしく食べよう ～春野菜編～
新玉ねぎの
さっぱりしょうが焼き

春野菜は、冬の寒さを
耐え抜いて成長してい
ます。春野菜を食べて、
冬モードの体を目覚め
させましょう。

◆作り方◆
① 新玉ねぎは大きめのくし形に切ります。豚肉は食べ

やすく切ります。
② ボウルに（A）を混ぜ合わせ、①を10分ほど漬けます。
③ フライパンにサラダ油を熱し、汁気を切った豚肉を

炒めます。色が変わったら、汁気を切った玉ねぎを
加えてさっと炒め、残った漬け汁を加えて混ぜます。

④ 酢を加えて炒め合わせ、仕上げにごま油を回しかけ
たら出来上がりです。

食改さんレシピ

◆材料◆（２人分）
・新玉ねぎ…1 個
・豚ロース薄切り…200 ｇ
・サラダ油…大さじ 1.5 杯
・酢…小さじ 1 杯
・ごま油…少々

（A）
　・酒、醤油、みりん
　　　　　…各大さじ２杯
　・しょうがのすりおろし
　　　　　…大１かけ分
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広告主の皆さんへ　山梨県からのお知らせ

山梨県屋外広告物条例

屋 外 広告 物 のル ール
を 守りましょう

■ 屋外広告物の設置には基本的な４つのルールがあります

① 原則､ 設置許可手続きが必要です。
設置場所や種類、大きさ等により、県の許可手続
きが必要です。また、許可にはおおむね２年間の
期限があり､ 更新許可が必要です。
( ※例外的に許可が不要な場合があります )　

② 設置してはいけない屋外広告物や
　 ｢物件｣ ｢地域｣ があります。
美観風致の維持と公衆への危害防止のため､ ｢禁止
広告物｣ ｢禁止物件｣ ｢規制地域｣ を定めています。

③ 表示面積等の制限があります。
地域の特性にあわせて規制ができるように、県内
全域を ｢禁止地域｣ と ｢許可地域｣ に区分して規
制基準を定めています。広告物の種類に応じた位
置、高さ､ 面積等の基準があります。

④ 表示者には管理義務があります。
許可の要・不要にかかわらず、表示者はその広告
物が危険な状態にならないよう点検や補修を行い、
良好な状態を保持するよう管理をしなければなり
ません。　

　詳細は山梨県ホームページをご覧ください。「山梨県 屋外広告物の設置」で　 　　
●屋外広告物設置許可・申請窓口　山梨県峡東建設事務所 都市計画担当　☎２０ ‐ ２８０６

検 索

新入学児童等の犯罪被害防止（イカのおすし）
　子どもを犯罪被害から守るためには、家庭や学校、地域ぐるみでの防犯対策が重要です。
　そのためには、子どもに対し、地域で温かく見守る目と犯罪企図者（これから何らかの犯罪を行おうとしてい
る者）に犯行の機会を与えない「隙のないまちづくり」が大切です。
　警察では、各小学校における防犯教室・防犯指導において、「イカのおすし」を合言葉に被害防止教育を行っ
ています。
　イカ‥‥「行

い
かない」　　（知らない人について行かない）

　　の　‥‥「乗
の

らない」　　（知らない人の車に乗らない）
　　お　‥‥「大

おおごえ
声で叫ぶ」　（「助けて」と大きな声を出す。防犯ブザーを鳴らす）

　　す　‥‥「すぐ逃げる」　（怖かったら大人のいる方にすぐ逃げる）
　　し　‥‥「知

し
らせる」　　（どんな人が何をしたか家の人などに知らせる）

　また、声かけなどの不審者情報等を「いつでも」「どこでも」「いち早く」情報提供するために、皆さんの携帯
電話等にメール配信する「ふじ君安心メール」サービスを行っています。
　散歩や買い物など外出時のパトロール、あいさつ運動等、子どもが一人にならない地域づくり、犯罪者を寄せ
付けない地域力のあるまちづくりを推進し、安全で安心なまちを築きましょう。
　ふじ君安心メール登録（携帯電話）アドレス
　https://fujikun-anshin.police.pref.yamanashi.jp/fujikun_m/regist.aspx
●令和２年中に警察が認知した県内の声かけ事案件数は、３２１件（前年比－１６件）

でした。
●声かけが起こりやすい時間帯は、１６：００～１８：００です。
●声かけの対象は、小学生以下が全体の３分の１を占めているものの、前年比－４０

と激減しています。しかし、高校生を対象とした声かけは前年比＋３２と大幅に増
加しています。

QR コード
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◆試験に関するお問い合わせ・採用試験案内請求先　日下部警察署　警務課　採用試験担当　☎２２ ‐ ０１１０（代）

★お問い合わせ先★
　塩山図書館 ☎３２‐１５０５
　勝沼図書館 ☎４４‐３７４６
　大和図書館 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　https://www.l ib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆図書館利用について　休館日は情報カレンダーをご確認ください
・マスクの着用をお願いします・入退館の際は手指の消毒をお願いします・お互いの距離をとりましょう。
・入館に際し、同意書を提出していただきます。また、検温を実施させていただきます。
・雑誌、新聞の閲覧はできますが、閲覧席、学習席の利用はできません。
・マイバックをご持参ください。なお、貸出期限の過ぎた資料をお持ちの方は、返却をお願いします。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開館時間、利用状況、イベントにつきましては、変更・中止することが

あります。詳細は各館へお問い合わせください。

◆ブックリサイクル活動
　いずれも当日時間内にお越しください。

《塩山図書館　雑誌リサイクル》
■日時　４月１６日（金）～なくなり次第終了
　　　　午前１０時～午後４時
■会場　塩山図書館入口テント

《勝沼図書館　ブックリサイクル》
■日時　５月４日（火）・５日（水）
　　　　午前１０時～午後４時３０分
■会場　勝沼図書館前テント
●お願い　不要になった本（週刊誌、雑誌、マンガ雑

誌は除く）がありましたら、事前に勝沼図書館（開
館時間内）までご連絡ください。

◆図書館雑誌スポンサー制度について
　～図書館の雑誌オーナーになりませんか？～
　図書館資料の充実と利用者サービス向上のため、図
書館の雑誌購入代金を負担していただく制度です。最
新号のカバーと雑誌書架へ広告表示ができます。
　詳細は市立図書館ホームページをご覧ください。

◆令和３年度 カムカムクラブ会員募集！
　勝沼図書館「子ども読書クラブ・カムカムクラブ」
の来期生を募集します。
■募集対象　市内小学校３・４年生（定員２０名）
■活動期間　１年間
■申込方法　４月３日（土）午前１０時から受付を開
　　　　　　始します。詳細は勝沼図書館まで。

◆甘草屋敷子ども図書館 春のイベント
■日時　５月９日（日）
■会場　甘草屋敷子ども図書館
①お父さんのお話会　午前１０時～（要申込）
②パークライブラリー（雨天中止）
　午前１０時３０分～午後３時３０分
③ワークショップ「くるくるタコ」をつくろう
　午後１時３０分～（要申込）

◆大和図書館 武田勝頼公展
　「勝頼公を想う」
■会期　４月２３日（金）～６月３０日（水）
■会場　大和図書館

令和３年度 山梨県警察官採用試験
■春季試験（第１回目）
　受付期間　　：４月１６日（金）まで
　第１次試験日：５月　９日（日）
■秋季試験（第２回目）
　受付期間　　：７月２６日（月）
　　　　　　　　　～８月２０日（金）
　第１次試験日：９月１９日（日）
■採用時期　：令和４年４月

試験職種 採用予定
人員 受験資格 年齢制限

春季試験
（第１回）

警察官
A

男性 ３３名程度 学校教育法によ
る大学（短期大
学を除く）を卒
業した方もしく
は令和４年３月
までに卒業見込
みの方、または
人事委員会がこ
れと同等以上の
学力があると認
める方

昭和６３年４月２日
以降に生まれた方

女性 ９名程度

秋季試験
（第２回）

警察官
A

男性 ８名程度

男性／
武道指導 ２名程度

女性 ２名程度

女性／
武道指導 ２名程度

警察官
Ｂ

男性 １８名程度 警察官 A の受験
資格に該当しな
い方

昭和６３年４月２日
～平成１６年４月１
日までに生まれた方女性 ５名程度

警察官採用のお知らせ
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人口と世帯 （2021.3.1現在）
（　）内は前月比 人口 30,670人（−55）　男 14,833人（−30）　女 15,837人（−25）　世帯数 13,126世帯（+3）
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選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業 95年 昭和堂
☎32―1325
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00〜19：00
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問政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎３２ ‐ ５０６３

子どもから
大人まで
どなたでもＯＫ！
記念に素敵な
スマイルを
掲載して
みませんか？

甲州市にあふれる笑顔（スマイル）大募集 !!
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甲州市ホームページ

リニューアル

公開日 3月31日（水）

わかりやすく使いやすい

完全スマホ対応

のお知らせ
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